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主人の蝋燭を節約するためにすべてを暗闇の中で行うこと（１）


渡邊利道




　土塊から、まっすぐに白い太い手が伸びてきて、お前を掴む。許さないぞと、ものすごい力で首を掴み、お前を土塊の中に引きずり込もうとする。身体を突っ張って抵抗してもどうにもならず、ぐいぐい締め付けられる指のために息もできず、目の前が真っ暗になる。




　手袋が台所のテーブルの上に置いてある。夕日が差して、部屋中が薔薇色に染まっているが、手袋は夜会服に合うようなつややかな白い薄手のもので、つい今しがた脱いだばかりのように膨らんでいる。君はそわそわして、急いで台所を後にして階段を登る。




　トンネルの向こうに人影を見たような気がしたのだが、きっと気のせいだろうと思って、そのまま反対側に歩き出す。ひた、ひた、ひた、と気配が後ろをついてくるが、きっと気のせいだろうと思って、歩き続けると、無闇に冷たい風が後ろから吹き抜けて「ひっ」と声が出る。




　雛菊のひとむらが咲く庭を、一匹の太く長い蛇が横切っていく。その蛇をさかいめにしてあちら側が際立っていくのが明瞭に感じられるが、蛇が庭を渡りきってその長い肢体を森の中へ隠してしまうとまるであっけなくさかいめは消えさってしまう。




　見て、雪よ、雪。言いながら彼女が窓をさっと開けて、夜に向けて身を投げ出すようにして、その肩越しに月が見え、冷気が部屋に流れ込んでくるので皮膚が粒立つ。粉雪が深い穴のような空からひっきりなしに落ちてくる。その一粒が君の頬に当たって溶ける。




　広大な草原の真ん中にぽっかり円形の裸の地面がむき出しになっていて、その中央に私は立っている。空から強い風と白光が浴びせられ、そうか、空飛ぶ円盤がこの上にいるのだと直感する。上昇してゆくのか下降してくるのかわからないので恐ろしくて顔が上げられない。




　ひっきりなしに煙草を吸って、何か語っているのだが、まるで画面越しのように声はまったく届かない。このまま部屋を去ってしまっても、彼はきっと気づかないだろう。天井をゴロゴロジャラジャラ大量のパチンコ玉が転がっている音がする。




　パッと大きな花が開くように地面に叩きつけられて誰かが死に、君はいやあね、こんなところまで血が飛んでいるわ、と嫌悪感を込めて言う。ぐちゃぐちゃになった身体はきっと大人で、たぶん男としかわからないけれど、声とうらはらに君の顔は笑っている。




　外階段をばたばた音を立てて誰かが駆け下りていく。音の感触からきっと子どもだろうと思うが、いまは真夜中の二時で、こんな時間に子どもが遊んだりしているものだろうか。公園で男たちが激しく罵り合いをはじめ、子どもらが慌てて階段を駆け上がっていく音が聞こえた。




　植込みの薔薇が雨の中で色彩を失っている。とても寒いので悴んだ指をさすりながら、いやあれは黄色だろうとか、赤に決まってるじゃないかとか、青い薔薇というのはちょっとしたものらしいねとか、囁き交わす声を聞いている。時折くすくす笑いが混ざって。




　音楽室にあの人が一人でいて、ピアノの鍵盤に指を滑らすとひとしずくづつ音が零れゆっくり室内が満たされていく。ほんの少しのからだの揺らぎが空気をふるわせて反響し、あの人が私に気づいて顔を上げ、鍵盤から手を離す。静寂が天使のようにピアノの上に座る。




　縁側に片膝を立てた女が座って庭にいる私の方を向いている。逆光なので視線の先が私に届いているのかはわからないが、私は帽子を脱いで挨拶し目が太ももの奥に向くのを不自然に見えないように逸らす。四時半を知らせるサイレンが鳴りはじめる。




　土遊びをしていて骨を見つけてしまう。犬の骨かと理性的には考えるのだが、どうしても人間の骨に違いないと直感する。そしてきっと夜には夢枕に骨の持ち主が立つに違いないと重ねて思う。それは予感とかそういうものでさえなく、もはや確定した事実のようだ。




　コーン、コーン、と、どこかで木槌を打つ音が聞こえる。窓から外を見ると大雨が降っていて、木槌の音など聞こえない。誰かが仏像を彫っているのだが、雨はその事実を消し去ってしまう。そのうちに雨は洪水になって、音だけでなく何もかも押し流してしまうのだろう。




　頭から血を流して台所で倒れていると、階段から牛ほどもある巨大な蜘蛛が降りてきて、くるぞ、くるぞ、と思う間もなくまるで瞬間移動の素早さで身体の上に覆い被さっている。脚が顔のすぐそばにあり繊毛がさわさわと皮膚に触れ生温い息が耳にかかる。




　雲に黴が生えて赤い雨が降るようになる。蓮っ葉な女の髪のような雨が街のあちこちに流れ込み、香水のような甘い匂いがあちこちに立つ。粘性のある雨が電線に垂れ下がって向こう側が透けて見える薄い幕が降り、曖昧な人々が抱き合って口づけを交わす。



さいきんのせいのうのおはなし


古川モトイ




　ちょうど今ツイッターを見ていたら、洗濯機に札束を隠していた人が資金洗浄で逮捕されたという良くできたお話がありました。皆様いかがお過ごしでしょうか、COOL_METABOLICこと古川モトイです。実は少し前から家の周りで残念なニュースが続いておりまして、2件ピックアップしてみたいと思います。




　・大垣の会社が「ガイアの夜明け」で特集された

　まあ、一目見るとイイ話に見えるのですが、これがいわゆるブラック企業の告発で、「ガイアの夜明け」「大垣市」で検索すれば上位に出るのですが、アパレルが外国人実習生を時給400円で働かせていた例の話です。昨年の春ごろ、外国語のことで相談があると飛び込みで電話が入ってきまして、何だろうと思ったら、市内のアパレル系の会社でした。カンボジアから外国人実習生を入れたいのだけれど、何かあったときにカンボジアの言葉が出来る方はどこかにいないか？という問い合わせだったので調べたところ、カンボジアはクメール語、フランス語の国でした。「フランス語ならウチのスタッフに出来るヤツがいますよ」と言ったやり取りをしてはいたのですが、今になって思うと怖い話です。実際報道された会社と住所も名前も違うため、別の企業さんなのですが、もし、報道されたような会社から「なんかあったときに中国語できるヤツいないか？」と聞かれていたら、やはり同じように「ウチがお願いしている中国語の先生がいますよ」と安請合いしていたかもしれません。




　・大垣市立青墓小学校PTAの問題

　中日新聞でもテレビでも取り上げられた「PTAを親が退会したら子供がいじめられた」というヤツです。PTAは任意加入の組織なので、子供が学校に通っていたとしても入る必要はないのですが、そこは有耶無耶になりがちです。それが発端になって色々あったそうで、残念なことに「青墓小学校PTA」で検索すると、まとめられたサイトがガッチリ出てまいります。




　北極大陸は特定の個人や団体を批判する場所ではない気がするので、あくまでもご紹介までという事で。むしろ非難したいのは、最近の名神高速の大垣～一宮間の混雑っぷりです。今日もバッチリ事故渋滞されておりまして、このところ高速使って事故渋滞していない日の方が珍しい。私の巡り会わせが悪いのかもしれませんが、本当に厄介なものです。ただ、このハナシは悠長に事故った方を非難すればよい話ではなく、人のふり見てなんとやらで、私も安全運転を心がけなければと襟を正す次第でございます。年末年始が近付くと交通量が増えますので、普段以上に気をつけて運転したいものでございます。




　今回は11/18のライブで歌った新説桃太郎の歌詞でお願いします。




*新説桃太郎




爺サンハ柴刈リニ　婆サンハ洗濯ニ

爺サンハ山ヘ往キ　婆サンハ川ヘ往キ

婆サンハ桃拾イ　爺サンハ小喜ビ

婆サンハ鉈ヲ研ギ　爺サンハ待チ遠シ




生まれ出でたのは一人の赤子

産声を挙げて




生まれたままの姿の桃太郎

生まれたことに驚く爺と婆

生まれたままの姿の桃太郎

生まれたままの姿で冬を越す




桃太郎ハ若者ニ　爺婆ハ歳ヲ取リ

桃太郎ハ思イ立チ　爺婆ノ元ヲ発チ

黍団子腰ニ提ゲ　黍団子腰ニ提ゲ

一口デ百人ノ　恐ルベキ其ノPOWER




家を出でたのは一人の男

不可思議な眼（まなこ）




生まれたままの姿の桃太郎

生まれた訳を探し旅に出る

生まれたままじゃ生きてはいけない

生まれが桃じゃ納得ができない




桃太郎ハ犬ニ逢イ　犬ハ又、彼ニ逢イ

桃太郎ハ猿ニ逢イ　猿ハ又、彼ニ逢イ

桃太郎ハ雉ニ逢イ　雉ハ又、彼ニ逢イ

惹カレ合ウ、宿命ニ　鬼モ又、出逢ウダロウ　




たどり着いたのは絶海の孤島

さあ奪いつくせ




人は奪わずとも生きてゆける

天地と海の恵みで生きてゆける

その理から外れた者ら

イヌ、サル、キジとオニとモモタロウ




今勝たねば育ての親（に）　二度と会わす顔のない

桃から産まれた奇天烈な　人と呼べぬ此の体

群れから追われた、人語を解す3匹と　世に疎まれ鬼どもと

此の夜限りのパーティーとばかりに殺しあいましょう




chapter：明日生きるため




もし、明日が平和なら

明後日にわが居場　所はあるか？

いつか生まれ変われるならば

次は普　通がいいな




もし、今日が不和ならば

明日は戦う　しかないか？

いつか遠い未来の果てで

答　えをしりたいな




ああト　モダチがほしかッた

ホントは友達ほしかった

でも、3匹の畜生（チクショ）と

ひたむきに進む畜生道



リビングデッド・シスター


弾射音
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　結局のところ、二件の少女行方不明事件も、新崎誠失踪事件も、奥田教授の仕業だった。教授は二人の少女と新崎を餌として冴子に与えたのだ。いくら研究のためとはいえ、そんなことまでするだろうか。

　奥田教授は二人の少女と新崎の頭部を粉砕していた。これ以上ゾンビを増やさないためだ。さすがの教授もゾンビは一人で手一杯だったらしい。

　それにしても、ゾンビが本当に存在するとは。

　奥田教授の奥さんと僕が黙っていたら、三件の失踪事件は解決されないままに終わってしまう。しかし、どうしても警察に通報する気にはなれない。ゾンビが本当にいたと言っても、誰も信じてくれないだろう。気が変だと思われるのが落ちだ。警察はこれら事件を奥田教授が起こした猟奇事件として片を付けるだろう。二人の少女や新崎の家族には申し訳ないが、ぼくにはどうしようもない。

　奥田教授の奥さんからは、十日後に電話があった。冴子が教授の死体をすっかり食べ尽くしたので、冴子を引き取りに来てほしいと言う。ウィークデイで、僕は帰宅していたが、父はまだ帰っていなかった。まさか母に手伝ってもらうわけにはいかない。仕方なしに僕は車で教授の家に行った。

　教授の奥さんはすっかり弱くなっていた。夫が死んだことに加え、自分が僕をゾンビにしようとしていたことへの罪悪感で参ってしまったのだろう。いつものように、奥さんはコーヒーを出してくれなかった。応接間にも通されず、直接研究室へあがっていった。

　冴子は少しふっくらとなったようだった。そりゃそうだ。大人の人間一人分の肉とはらわたを平らげたのだから。ゾンビはゾンビなりに元気いっぱい僕たちの方へ両手を伸ばして唸り声を上げる。

　奥さんが呪文を唱え、冴子をおとなしくさせる。冴子の動きが鈍くなったところを見計らって僕は檻の鍵を開け、中に入った。襲いかかろうとするところを床に伏せさせ、両手を後ろ手で縛る。それから両足も縛り、体の自由を奪う。冴子は懸命にもがくが、ゾンビ特有の緩慢な動きでしかなく、さほど脅威とはならなかった。

　それから僕は冴子をお姫様だっこし、階段を下りて、車まで運んでいった。後部座席に冴子を押し込む。座席にはあらかじめバスタオルが敷いてあった。冴子の全身の斑点からにじみ出る体液でシートが汚れないためだ。

「長い間ありがとうございました」

　僕は奥さんに向かって頭を下げた。奥さんは泣きながら「ごめんなさいごめんなさい」と何度も謝った。

　それが奥さんを見た最後だった。

　帰宅すると、冴子を車に残したままとりあえず家に上がる。父はすでに帰宅していた。ビールを飲んでいる。僕はかっとなって、父の手から思わずビールのグラスを取り上げてしまった。

「おい、何をするんだ」

　父が顔を赤くして怒鳴る。

「いい加減にしてよ、酔っぱらってばかりで！」

　僕はつい大声を出してしまった。

「冴子を引き取ってきたんだよ。家の中に運び込むから手伝ってよ」

「何だと？　冴子を引き取った？　一体どうなってるんだ」

「研究はもうおしまい。奥田教授は死んだ。これからは僕たち家族が冴子の面倒を見るのっ」

「なに？　奥田先生が死んだ？」

　父は立ち上がった。

「どうなってるんだ。説明しろ」

「奥田教授はゾンビを蘇らせる研究をしていたの。ゾンビは本当にいたんだ。冴子は正真正銘のゾンビだ。奥田教授はゾンビの存在を実証したんだ」

「そんな馬鹿な」

「だって本当だからしょうがないだろう！　とにかく手伝ってよ。でないと人に見られる」

　僕たちは玄関を出てガレージに行った。後部座席で、冴子がもがいている。父が目を見張った。

「また冴子に悩ませる羽目になるのか」

「父さん、冴子は家族だよ。実の娘だよ」

「しかし……」

「手を貸して。僕が冴子を引っ張り出す。父さんは両足を持って。僕は頭を持つ」

「わ、わかった」

　僕たちは冴子を引っ張り出し、二人で家の中へ運び込んだ。暴れまわる冴子を必死に抑えたまま階段を慎重に上り、冴子の部屋に入り、ベッドの上にそっと横たえる。

「一体何事なの」

　母が様子を見に二階にやってきた。冴子がベッドに横たわっているのを見ると、きゃっと悲鳴を上げる。

「どうして引き取ったの」

　母は非難するように僕へ目を向ける。

「奥田教授は死んだ。もう預かってもらえないんだ。これからはみんなで冴子の面倒を見よう」

「あたしは厭。絶対に厭。せっかくやっかい払いできたのに、元の木阿弥になるなんて」

　僕は呆れて母の泣き顔を見た。やっかい払いのつもりだったのか。親子の愛情はないのか。

「父さん、ロープを持ってきて。念のために冴子をベッドに縛りつける」

「う、うん」

　父は階段を駆け下り、ロープを持って戻ってきた。そのロープで、僕は冴子をベッドの脚に縛りつける。仰向けで十字架に張りつけられたような格好になった。

「ああ、なんてこと」

　母が泣く。しかし、それは娘の惨状を悲しんでいる涙ではなく、自分の不運を嘆いている涙だった。

「一部始終を話せ」

　リビングで一息つくと、父が僕に言った。

「何がどうなってる？　奥田先生が死んだだと？ いったい冴子はどうなったんだ」

「冴子は正真正銘のゾンビだ」

　僕は父の目を見据えて言った。母はその隣でティッシュで涙を拭っている。

「奥田教授はブードゥー教やゾンビの研究を長年していた。そしてとうとう、ゾンビを復活させる方法を発見したんだ。教授は冴子と不倫関係になり、冴子にブードゥー教の儀式を施してわざとゾンビにした。冴子は教授の実験台だったんだ」

「どうしてそんなことを」

「知らないよ。学者の考えていることは僕には理解できない。たぶん、自分の研究を実証したかったんだろう」

「それで、どうして先生は死んだんだ」

「教授は再び儀式をした。冴子の自己暗示を解くためだと嘘をついて、本当は僕をゾンビにするつもりだった。だが、僕は抵抗した。教授は冴子に襲われて死んだ。死体は冴子が全部平らげた」

　母がいきなり手で口を押さえ、キッチンに走っていった。

「先生の奥さんはどうしてる？　奥さんに冴子を預かってもらうわけにはいかないのか」

　僕は怒鳴りそうになるのをかろうじて自制した。

「奥さんは研究者じゃない。冴子を預かる理由はないんだ。奥さんもグルだったが、今では反省している。何度も僕に謝ったよ」

「しかし、うちに冴子を置いてはおけないぞ。ゾンビをかくまうなんて、もってのほかだ。それに、匂いがひどい」

「父さん、父さんはどうしていつもそうなの」

　僕は思わず立ち上がった。

「冴子は父さんの娘だよ。可愛くないの？」

「そりゃ可愛いさ。だが、ゾンビだぞ」

「じゃあ、ゾンビがいることを認めるの？」

「そうは言っていないが」

「だったら病院へ連れて行く？」

「病院は駄目だ。人を襲う。パニックになる」

「じゃあ、家で面倒を見るしかないじゃないか」

　父は苦悩の表情になって黙り込んでしまった。

「二件の少女失踪事件も教授の仕業だった。冴子に餌として与えたんだ。新崎くんも犠牲になった」

「何だと？」

「そう。奥田教授は狂っていたんだ。少なくとも、ふつうの神経じゃない。僕たちは完全に騙されたんだ」

「しかし、警察に通報しないと」

「ゾンビの仕業だって証言するの？　それに、警察が家に来るよ。冴子を見られてもいいの？」

　父が再び絶句する。

「今後のことはまた明日決めよう」

　僕は言った。そして、キッチンで胃の内容物を吐いている母に声をかけた。

「母さん、もう冴子に食事を運ばなくていいよ。冴子は人間の肉しか食べない。水は僕が運ぶ。だから母さんは何もしなくていい」

「げえっ」

　それが母の返事だった。




【続く】


ライブドローイングをした話。


murbo




　自分のブログ2018年11月18日付に載せた文の増補改訂版です。

　2018年11月3日に岐阜県各務原市の学びの森で開催のマーケット日和にドテ丼と焼き鳥のねこおでん屋台X焼き鳥チカプのブースで参加してきましたよ。僕は絵になってる部分を担当しました。ブースの上のバナーとか下のバナーとか、ライブドローイングです。上のバナーは背景になっている文章も考えたよ。前回第48号に全文載せました。下は今回ドテドンに肩書みたいなガンダムだと機動戦士にあたる部分を考えました。THE WICKED EATER DOTEDONです。悪党を喰うドテドンです。最初は下のバナーを取り付けるのを忘れられていました。

　準備はコツコツ行われ、さぁ！開店！まだお客さんが静かなうちにまかないでドテ丼貰ってやたら上手いことを確認し、腹ごなしに隣の図書館のある公園まで軽く走って何度か絵を出店している古書店兼ギャラリーのオーナーが出店していたので挨拶して勢い付けて、ドテドン描くぞ！皆も来てね！だったのですが…… 何やら雲行きが怪しく、何かと思えば炊飯器のトラブルでご飯の供給が間に合っていないとのこと。ドテドンはコツコツ描いておりまして、他のお店も含めて動向など気になりますが、絵が時間内に完成するかこの時も未知数でビビっておりました。いつもビビっているのですけどね。今回はドテドンの他に焼き鳥怪獣メカギドリも描くのです。去年は一枚で実は余裕でした。しかし二枚はきついです。ですのであらかじめ下書きをいうか、辺りを赤鉛筆で描いておきました。おかげでぶらり歩いている人たちから、赤鉛筆の線をなぞっている（から楽に描いている）的に思われたりしていました。完全にした絵になってるわけじゃなくて本当に当たりなので位置以外はこの場で描いているんです。あと今描いてるのかという声もありまして、それだとあらかじめ用意するのを忘れたみたいじゃないかｗ イベント中に描くという企画なんだよｗ

　去年は服などは適当でしたが今回はちゃんと見た目を気にしました。しかし、背中が出ていたり、しゃがんだら靴底が取れたり、しょんぼりする状態になってしまいました。靴はかわいい色だから残念だった。

　マーケット日和への出店が二回目に合わせたわけではありませんが二枚描かなくてはならなくなりました。作戦として先に描きやすいドテドンを描きこんで、めどがついたらメカギドリを描く予定でした。ところが焼き鳥のチカプさんが思いのほか人気があり、行列ができてしまったのでドテドンの辺りがついたくらいでメカギドリも描き始めました。片方赤い下書きのままというわけにもいかなくなったのです。描き始めるのはどちらも目から顔にかけて描いています。臥竜点睛で目は最後に描くのがかっこよさそうですが、見る人が完全に初めて見るなんだかわからないものなので、何を描いているか（完成状態ではなく、モチーフの問題）を想像しやすいようにしたのです。顔がある絵やオブジェは顔がきちんと確認できないと見る人は不安になるのです。安心したらそれっきりで見てくれないのではというのは早計でどうせ誰も知らない（知っていて欲しいが）怪獣を描いているのでそもそも顔があってもなんだか分からないのだ。顔があることで顔のある生き物であることは納得するのでそれ以降の話ができるのだ。おかげでというか、想定通りに怖がってくれるちびっこや、ドラクエだのエヴァだの生物と機械の融合だの、もうドテでも鶏でもなく龍と鷲だねとかいろいろ言われたのでした。このように好き勝手言ってもらえたら思った通りなのです。機械と生物の融合というのは仮面ライダーV3の敵組織デストロンがやっていたのでそんなに新しくもびっくりすることでもないのだ。ドラクエやエヴァよりもっと原点当たれよｗとか思いますけど、まぁそれも含めて絵の良しあしより賑わいが生まれればよいなと思っていたんです。今回やりたかったことは凄い密度とか、高いデッサン力とかそんなのではなく、来てくれた人たちが絵を見てワイワイ話してくれることです。



　二枚を行き来して描いていたので、当然どちらかが留守になるわけです。すると絵の近くでじっと立っている人も出てきまして、そこに立つと描けないんだすけどｗといったこともありました。まぁ、瞬間的には面倒ですけど、それも面白くて。たいした絵じゃないんですけど、意味ありそうに見えたり考えたりしてくれたらOKなんですよ。むしろ下手糞でなんだこりゃでいいんです。

　途中でトイレなどで席を立つと、こどもが絵をバンバン叩いていたり。それもある程度想定して油性ペンで描いてまして。子どもは画材とか絵の具が乾いているかどうかなんて考えていないですからね。子ども対策はそこそこ考えています。欧米方面の方もいらっしゃいまして、何故宣伝でやってるのに怖い怪獣を描いているのかと問われ、本当は単にダジャレで好きでやってるだけなんですが、それでは納得しないでしょうから、適当に後付けの理由として、ドンとついていたら怪獣だ。ラドン、グドン、スカイドン、ガバドン、テレスドン、色々いる、ドテドンだから怪獣なんだ。怖いのはゴジラや仮面ライダーなど日本には怖いキャラクターは馴染みがあり特別なことではない。むしろ親しみがあり、文化になっているとか。怖いことは子どもにとって未知への興味でもあるとか、ほんと個人的にはどっちでもいいんだが、他所へのアピールや理解としてははったりでもそれなりの理由付けはいるだろうから、自分でも考えるきっかけにはなるね。いやいや、こうやって聞かれる前にそこそこ考えていますよ。まぁ、こういう感じの牧歌的なところで直球で怪獣描いてたら面白おかしかろうに、ということもあるんです。

　去年も同じように絵を描いていまして、今年は同じようなことやってるとこあるかな？と気にしていたら、うちだけでした。僕は考え過ぎてる部分もあって汚れたり後始末の容易さからドローイングですけど、もっと派手にペインティングとかやっててもいいのにね。きょええええー！って情念か打算か知らんけど描いてる人いるじゃん、ああ云う人は今回みたいな森ガールイベントみたいなの企画する人は繋がり多いんじゃないかなあ。

　終わった後にものすごく疲れてなぜか股間の筋肉痛で未だに痛くて歩きづらい。仕事場で赤鉛筆で下書き描いたときも辛かったのでこのサイズを描くのは続けてとか何度もは上手いこと予定立ててやらないと出来ないかな。

　作画上のあれこれを描きますと、紙はセリアで売ってた模造紙を二枚繋げて三六サイズ、畳一畳分程度にしています。元々描くはずだった看板がその大きさだったのです。看板は日差しや鉄でできているために大変熱くなったり、再利用のために消すのが大変だったので紙を貼ることにしたのです。運搬などの理由で看板から紙を止めておくためのプラ段（プラスチックで段ボールような構造で作った板）に変わりました。

　下書きに赤鉛筆を使っていますが、下書きは有っても無くても良いです。僕は開催時間内に描けるか不安だったので筆が迷わないように描きました。時間がかかる一つに何を描くか筆が迷うことです。作家が紙に向かって唸っているのが良いという人もいるかもしれませんが単にかっこ悪いだけです。さっと描けよと僕は思います。

　赤鉛筆は建築用のスマートチョークというものを使ってます。芯の太さは5mmです。鉄板にも描けて水で消せると書いてあったので想定していたキャンバスが鉄板だったので良いなと思ったのですけど、試しにPCケースが白かったので描いてみたら描きづらいし、水でも完全に消せないというなんなんだよな状況でした。ペンの形とか太さは気に入ってるんですよ。

　ペン入れは油性ペンです。ゼブラのマッキーとかそんなの。近所のショッピングモールのショップブランドで5本セットが安かったのでそれです。このくらいだったら一本で一枚かな。描いているとペン先が緩んで太くなるのでインクがなくなってきたから新しいのに変えるタイミングはノウハウ要るかな。単純に変えるだけだとペン先が硬くて調子が悪い。それ以外はすいすい描ける。この油性ペンは左右で違うペン先になってるマッキーでおなじみのアレだが、四角いほうは使っていない。あれで効果的に描く技法もあるだろうが、単に線を描きたいだけだとあまりあわないと思う。片っぽだけで描いても両方使ってもインクの出どころは同じだ。太いペンでもこの大きさでは描線が細いので主線になるところは重ねて描いている。

　構図は六月頃にグループ展に出品したOCTA OCRAと大体同じで、似せるつもりはなかったが飛行物体と陸戦怪獣の対決構図はおのずとこうなってしまう。OCTA ORCAは対決しておらんが元々風神雷神図屏風を元ネタにしているだよ。



　ドテ丼については赤いカップはドテドンの印。今回はドテが大きくて食べ応えがあった。辛みを増すトッピングもありましてこれの種類が四つくらいあったんだよ。辛さの方向性が全部違う。勧められたのは一番辛い奴でとにかく辛いが旨味も増す。本当に辛いのでこの辛さをどうにかしたいときは炭酸水が効果があった。甘いサイダーじゃなくてアルコールを割る時の炭酸水。養老サイダーとか根性のないようなサイダーもダメです。どういう理由か分かりませんが、全部食べた後に飲むと辛みだけが和らぎます。サイダーに関しては基本的に毒ではないが健康的ではない飲み物なので体に優しい微炭酸とかは要らないです。なんだよ、そのなんか知らないものにすり寄った日和見な感じはｗ

　まぁ、賑わい担当みたいな感じだったので、気晴らしやトイレに立った時などにイベントの賑わいのことなど気にして少し他所も見てみました。

　人気店は開始の十時前から大勢が並び、十時過ぎたくらいにはもう売り切って店を閉じているようなこともありまして、個別売れればいいし、いつ閉じても自由なのでいいんでしょうけど、イベントの賑わいとか考えると一応さ、午後四時までやってんだからイベントがお開きになるまではお客さんと交流会とかさ、なんか考えないのかな。僕の考えたイベントじゃないし、他所の事なんでどっちでもいいんだけど、せっかく参加してんだし、イベント自体の賑わいとか考える余裕ないのかな。というのは去年も思ったな。

　こういうフリマみたいなイベントなど何年か眺めさせてもらうチャンスがあり、感想は店の儲けと賑わいとは別と考えたほうがいいんじゃないかというもので、各自儲けるだけならお客さんを囲って閉じた場所でも全然いいんです。しかしそうすると行きかう人はほとんど見られなくなり、これ流行ってんのか謎な感じになる。売り上げ目標じゃないこともたまには考えらいいんじゃないかなあ。そうしないと儲かってるのににぎわっていない！なんでや！コラー！って怒っちゃわないかなあ。たまにこういうの企画する人と話すけど、全然気にしてなくて儲かれば何でもいいみたいなので、無駄な心配ですけどね。売り上がっていたら賑わって見えるかというとそうでもないよ、という話。

　トイレで用を足した帰りの足で、足ばっかりですけど気になった出展ブースがあり、ちょっと止まって見ているとお店の人に話しかけられたので何やってるか聞いてみると建築設計の会社の人で、チェキでタイルなどを撮影して鉄でできたオリジナルのフォトフレームで飾ろう！という作品作りが出来るブースだった。一般の人に建築資材などに馴染んでもらうことで自分たちの建築設計は家の設計だね、そういうのに親しんでもらいたい。ってことで、出店したんだけどなかなか客足が悪くて、思った感じじゃないんですよ～ということだったが、それは内容ではなくて参加費が2,000円だからだよｗ マーケット日和は殆どのフードのブースの価格が1,000円前後だからね。ドリンクも安くて350円。うちとみたらし団子売ってるとこだけが価格破壊で600円とか、ソフトドリンクで150円とか。それでたまたま立ち寄ったブースで2,000円で8cm四方の抽象的な写真撮ってフォトフレームと組わせて売るのはなかなかの強気に感じてしまった。のっぱらでどんだけ金落とさせる気なんだよｗ。500円だってあちこちブースで買い物したらなかなかの金額になるよ。他所なんか知らん、客の経済状況なんか知らん、うちはこれだかかかるんだ。確かにそうでしょう。でも客足が悪いのは明らかに内容じゃなくて価格だよ。高いもん。僕、それダイソーで売ってるの見たよw。ハンドメイドなんだ！作家の作品なんだ！というのも分かる。会場では飯が平均1,000円で売っていて家族連れのお客さんは財布が一つなんだよ。だったら買わなければいいならば買わないんだよｗ

　こことは別で、ドテドンなど描きながら後ろから聞こえた声で、家族連れのお父さんだと思うが、うちのブースの前で、こっちの方が安いなとかなり残念がる会話がありました。貧しいのは僕だけだと思ってるから凄く新鮮な声だった。友達同士のお客さんは財布が人数分、家族連れは財布が一つ。気にしましょう。

　それとだな、こういう体験型イベントは関心から認知までが精一杯で製品やサービスの検討や購入まではいかないよ。なにせたまたま見かけたブースだよ、そこで大きな買い物を検討するのは既に買うことが決まっているからで、四万人だか客がいても自宅の建築を今したいと思っている、下種な言い方すると今すぐ金になる客なんて期待するのは安易すぎないかなあ。そうでなくてもその場で2,000円を小さなフォトフレームに出すかなあ。多分、普段の顧客が富裕層なんだと思うけどね。なんにしても家族連れは財布が一つってのは気にしたほうがいいよ。ウチも炊飯器トラブルで飯が炊けていないという致命的で購買欲を自ら放棄してしまうようなこともあって、明日は我が身どころか人のことは言えない状態だったがなw。

　ライブドローイング自体は描いている間にいろんな声が聴けるのが有意義なので機会があればやってみたいと前回も言っていたような気がする。何を描くかはともかく、話をしながらとか、その場で感想を言えたり、たまに進捗状況を見に着たりするのがいいんじゃないかな。




　てなことで、撮影した絵のゆがみを修正して足りない部分や汚れなどを消して色付けました。



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記



　murbo／とりあえず編集後記の雑談です。


北極大陸　第49号

2018年12月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。

OPS/xhtml/cover.xhtml

[image: ]


cover.jpeg
Sl ‘c‘sh%/u@ﬂ'hom@b&iﬁb/ iSJIFE «f a"f'
7 ﬂo)wzeﬁmmr.a)m«mﬂr@o)mﬁa T AVEIBRE
e DEYTTY Ry Ry — /i

547 Ro—A /7&Lt.’a§ murbo

A%






OPS/images/0020.jpg





OPS/images/0021.jpg
BXZ T Far o F2 4

PRI

ZRAYHNOWN MONSTERS PICTORIAL BOOH






OPS/images/0010.jpg





OPS/images/0011.jpg
1

a—MME
Vol.

R S a—b






OPS/images/0012.jpg
o
Fe R Ys

atZDanshaal’bh






OPS/images/0013.jpg





OPS/images/0014.jpg
A





OPS/images/0015.jpg





OPS/images/0016.jpg





OPS/images/0017.jpg





OPS/images/0018.jpg





OPS/images/0019.jpg





OPS/images/0001.jpg





OPS/images/0002.jpg
B 3: e
%df AN 7»\/‘( =
o lm#:vﬁx’?:«\ o
2 b %o ot
\"7?5?1&&.3,






OPS/images/0003.jpg





OPS/images/0004.jpg





OPS/images/0005.jpg
| = 2

& A !

= A §lé‘ .s =)

¥ i e B R \‘;‘.\&“‘\Q\W\: \\j 1
Z e 3

.






OPS/images/0006.jpg
MECH\?SGIDDI:I
DO TEDON





OPS/images/0007.jpg
‘R/l' ElCHA'GIIB-@nI
AT






OPS/images/0008.jpg





OPS/images/0009.jpg
i b

U 7NN

%ﬁzﬁ‘.ﬁf CFai





